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医療法人社団 輝生会

医療法人社団 輝生会

〒151-0071　東京都渋谷区本町 3-53-3
TEL.03-5365-8500（大代表）
FAX.03-5365-8503
https://www.hatsudai-reha.or.jp

■ 理 事 長　　水間　正澄
■ 院　　長　　菅原　英和 
■ 建　　物　　鉄筋コンクリート造 ［地下1階・地上8階］
■ 開　　院　　2002年6月
　　　　　　　 総合リハビリテーション施設
　　　　　　 　回復期リハビリテーション病棟
■ 病 床 数　　179床（個室47室・4人室30室・2人室6室） 

■ 交通のご案内
　 京王新線「初台駅」東口より徒歩10分
　 都営地下鉄大江戸線「西新宿五丁目駅」 A2出口より徒歩9分
　 京王バス（64系統・渋谷駅～中野駅）「関東国際高校」下車1分

□ 駐車場 … 52台（有料駐車場）
　 料金及び割引サービスについては場内ご案内をご覧ください。

□ お車でご来院になるお客さまへ
　 首都高速利用の場合
　 ● 首都高速／環状線から4号下り線で新宿IC出口にて一般道へ。
　 ● 中央高速道から首都高速4号上り線で初台出口にて一般道へ。
　 ● 首都高速／中央環状線内回りで中野長者橋出口にて一般道へ。
　  一般道利用の場合
　 ● 池袋方面からご来院の方は、山手通りを中目黒方面に向かい、青梅街道・方南通りを通過し、関東国際高前の信号を右折してください。
　 ● 中目黒方面からご来院の方は、山手通りを池袋方面に向かい、甲州街道・水道道路を通過し、関東国際高前の交差点の左側です。
　 ● 新宿方面からご来院の方は、甲州街道／西参道信号を通過してすぐに側道に入り初台交差点を右折してください。

HATSUDAI REHABILITATION HOSPITAL

初台リハビリテーション病院

初台リハビリテーション病院

初台リハビリテーション病院

初台リハビリテーション病院 〒151－0071　東京都渋谷区本町3－53－3 TEL.03－5365－8500  FAX.03－5365－8503

船橋市立リハビリテーション病院 〒273－0866　千葉県船橋市夏見台4－26－1 TEL.047－439－1200  FAX.047－439－1386

船橋市リハビリセンター 〒274－0822　千葉県船橋市飯山満町2－519－3 TEL.047－468－2001  FAX.047－468－2059

在宅総合ケアセンター元浅草 〒111－0041　東京都台東区元浅草1－6－17 TEL.03－5828－8031  FAX.03－5827－1538

在宅総合ケアセンター成城 〒157－0072　東京都世田谷区祖師谷3－8－7 TEL.03－5429－2292  FAX.03－5429－2293

医療法人社団 輝生会 本 部／〒110－0015　東京都台東区東上野1－28－9 キクヤビル5F

船橋市立リハビリテーション病院 船橋市リハビリセンター 在宅総合ケアセンター成城在宅総合ケアセンター元浅草

●コンビニエンスストア（セブンイレブン）



再び輝いて欲しい…
それが願いです
住み慣れた地域やご自宅で再び輝いた人生を送れるよう、
万全のリハビリテーション医療サービスを提供いたします。
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住み慣れた地域やご自宅で再び輝いた人生を送れるよう、
万全のリハビリテーション医療サービスを提供いたします。
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初台リハビリテーション病院
院長

菅  原　英  和
Sugawara Hidekazu
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■「人間の尊厳」の保持
一人ひとりの尊厳が認められ、
個人が輝いて生きていけるように人権を尊重します。

■「主体性・自己決定権」の尊重
患者さまの主体的なリハビリテーションを推進し、
自己決定権を尊重します。

■「地域リハビリテーション」の推進
地域におけるリハビリテーションサービスの向上を
推進します。

■「ノーマライゼーション」の実現
高齢者や障害者が健常者と共に暮らせる
安全で豊かな社会の実現を目指します。

■「情報」の開示
院内情報を開示し、
患者さま・ご家族の方々が納得できる
サービスを提供します。

医療法人の基本理念

■ 人権を尊重される権利
一人の人間としての尊厳を保ち、
その人格や価値観などを尊重される権利があります。

■ 自らの意思で選択・決定する権利
治療方法やケアの内容などを
自らの意思で選択し、決定する権利があります。

■ 最善の医療を受ける権利
差別されること無く、良質で最善の医療を
公平に受ける権利があります。

■ 自分の診療の情報や記録を知り、求める権利
病気や治療について、納得できるまで十分な説明と
情報提供を受ける権利があります。

■ プライバシーの保護を求める権利
診療の過程で提供した個人情報の秘密が守られ、
病院内での私的な生活を可能な限り
他人にさらされず、乱されない権利があります。

私たちは、以下の５つの「患者の権利」を
守ってサービスを提供いたします

　医療法人社団輝生会は、地域におけるリハビリテーショ
ン医療の推進を目的に、回復期および在宅生活期におけ
るリハビリテーション医療を提供するために設立されまし
た。法人の基本理念はリハビリテーションの理念に基づい
ていますが、「輝生会」の名称には障がいを持たれた方々
が再び輝いて生き生きとした人生を送ることができるよう
にという願いが込められています。その目的を達成するた
めに、回復期リハビリテーション病棟ではリハビリテーシ
ョン医療を必要とする方々を受入れ、在宅生活に復帰する
ことができることを目指しています。また、在宅生活に復帰
された方々に対しては必要に応じて通院・通所・訪問・短
期入院など様々な形でのリハビリテーション医療を提供し
ています。輝生会の5拠点ではそれぞれの特色を生かし
て、障がいを持たれた方々が地域の一員として再び安心・
安全にそして生き生きと暮らし続けて行くことができるよ
うに取り組みを進めております。更なる質の向上ならびに
地域との連携強化に努めて私たちの使命を果たして行き
たいと思います。

　回復期リハビリテーション病棟の役割は、「急性期病院
から迅速に患者を受け入れる」「十分な医学的管理で合併
症の併発を予防・治療しリハを軌道に乗せる」「必要十分
なリハを集中的に提供する」「チームアプローチを駆使して
出来る限りの機能向上・ADL改善を図る」「地域と連携を
取りながら可能な限り家庭復帰を支援する」ことをしっかり
と担うことにあります。また、退院後のさらなる機能回復や
生活能力の向上、復学復職を支援するためには、生活期の
リハビリテーションの機能を併せ持つことも重要です。
　当院は回復期リハ病棟としての役割を担うべく、重症者
にも対応できる医療・リハケア体制の整備、スタッフの量
的および質的充実に向けた教育研修体制の構築、チーム
アプローチの徹底や情報共有の強化、急性期病院および
地域医療・介護との連携推進、生活期リハの充実等、様々
な取り組みを組織的に整備・実践してきました。患者さま
が安心して最善のリハビリテーションを受けることができ、
住み慣れた地域での充実した生活を送ることができるよ
う、さらに発展させてゆきたいと考えております。

　創立の想い

　今から20年前に東京都心部や船橋市に、回復期から生活期のリハビリテーション

医療サービスを提供する医療機関はほとんどありませんでした。当時はリハビリテー

ション砂漠の状態だったのです。

　こうした状況を打破するために、2002年に医療法人輝生会を設立し、初台リハビ

リテーション病院の開設に始まり、在宅総合ケアセンター元浅草、在宅総合ケアセン

ター成城、船橋市立リハビリテーション病院、船橋市リハビリセンターの5カ所の拠点

ができ、常勤職員数は240名から1,200名へと5倍に増加しました。

　当法人は開設当初から「寝たきり」を作らない医療サービスの提供をモットーに、

「One for all, All for one」の精神でチームアプローチの推進に努め、各拠点にお

ける提供サービスの質を高く保ち続け、スタッフの教育研修には最も力を注いできま

した。2018年度から新体制となりましたが、輝生会マインドに変わりなく、理念に沿

ったリハビリテーション医療を継続いたします。

初台リハビリテーション病院
医療法人社団 輝生会
創設者

石　川　　誠
Ishikawa Makoto

初台リハビリテーション病院
医療法人社団 輝生会 理事長

水  間　正  澄
Mizuma Masazumi
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患者さまの回復を支援し、『輝ける人生』の お手伝いをチーム一丸となっていたします

医師（Dr.）
入院担当医を各病棟に専従配置することにより、受け持ち患者さ
まの診療をチームリーダーとして責任をもって担当いたします。各医
師はリハビリ科の医師であるとともに、リハビリ専門医、内科専門医、
プライマリケア認定医、脳卒中専門医、神経内科専門医等の資格
を有しています。また整形外科、眼科、泌尿器科、皮膚科、精神科
の各医師が非常勤として勤務しています。

栄養部
患者さまの栄養リスクをいち早く発見し、身体の栄養状態を評価、
判定し、最適な栄養プランを提案します。 また、栄養素の不足・過
剰状態を改善するだけでなく、食事を通して患者さま自身の生活
意欲が向上するよう、食事援助、食環境作りを実施いたします。

介護（ケアワーカー・CW）
排泄・入浴・食事・移乗・移動など日常生活動作の援助を行ってい
ます。その上で、自立支援の視点を大事にしながらケアを提供して
います。また、退院後の生活を見据えて、リハビリで獲得した動作を
病棟場面に落とし込んでいきます。患者さまが、身の回りのことを自
分でできるよう24時間の生活全般を支えています。

検査室
検査室では血液・尿・心電図・脳波・超音波などの検査を担当しま
す。
障害の原因となった疾患のフォローアップや合併症のコントロール
のため、必要な検査を選択し、最新の検査機器にて実施いたしま
す。

放射線科
放射線室は画像診断を担当する部署で、ＭＲＩ（核磁気共鳴断層
撮影装置）やヘリカルＣＴ、及び骨密度測定装置などを備えていま
す。 患者さまに安心して入院生活を送っていただけるように、正確、
安全、かつ苦痛のない検査を実践していきます。

薬剤科
担当の薬剤師が、病棟にて薬剤についての説明をいたします。患
者さまの服用しやすい剤形への変更、体質やアレルギー歴・薬剤
服用歴をふまえた薬剤の説明、薬剤による副作用・相互作用を防
止または軽減するための情報提供などをいたします。

理学療法（PT）
理学療法においては、運動療法・物理療法などを駆使し発症早期
から積極的に離床を促し、移動動作の確立を目指します。 また、訓
練室のみではなく病棟でもADL（日常生活活動）訓練を行います。

作業療法（OT）
病棟生活の場を中心に、食事やトイレ等のADL（日常生活活動）
訓練及び作業活動を通じて生きがい、やりがい作りに即した援助
をいたします。新たな生活を想定しての訓練や、生活に便利な福
祉用具の選定のお手伝いもいたします。

言語療法（ST）
聞く・話すなどの言語障害、記憶・注意・思考などの高次脳機能障
害、食べる・飲むなどの嚥下障害がある方に対して、それらの改善
を目指して訓練を行います。コミュニケーションや日常生活活動が
広がり、その方らしく暮らしていただくために、支援を行います。

ソーシャルワーカー（SW）
病気や障害をもちながらでも自分らしい生活を続けていくためのご
相談を患者さまとご家族から専門的にお受けする職種です。ゆっく
りお話を伺い､さまざまな方法をご一緒に考え､サービスを探します。 
こうしたい、こうありたいという気持ちを大切に相談に応じます。

サポート部
患者さまサポートチームとスタッフサポートチームで構成されています。
受付、ご案内、会計、病院情報の発信、病院の環境整備、事務全
般の業務を通して患者さまが気持ちよく病院を利用していただける
よう努力いたします。

看護（Ns）
全身状態の管理を行い、合併症・再発予防に努めています。
障がいを持ちながらも残存機能を活かした日常生活援助を行ない、
できるだけ発症前と同じ生活を送っていただけるように、ひとりひと
りに寄り添った看護を提供しています。

患者さまと スタッフ の関係は

支援をする側と受け る側ではなく

ともに目標の達成を 目指す関係

新しい人生を構築し ていくパートナーと

なることが理想的で あると考えています

　　　一緒に頑張り ましょう！

当院では白衣を着用せず、  ユニフォームの左胸の 
ワッペンの色で職種  が区別できます。
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外来診療のご案内
診 療 科 目

診療受付時間

診 察 時 間

休　診　日

リハビリテーション科　神経内科 

月～土曜日 午前8：30～午後4：40

月～土曜日 午前8：40～午後4：50

日曜日・年末年始
※祝日は診療しております

診療情報の開示について 敷地内禁煙のお願い
診療上の情報はすべて患者本人に帰属すべきものであり、患者の皆さま
には、当然診療上の情報の開示を求める権利があります。私たちは理念に
掲げましたように、情報を開示し皆さまと共有することで、より質の高いサー
ビスが提供できるように努力を続けております。診療情報の開示をご希望
の皆さまは、総合相談窓口までお申し出ください。診療情報開示に関する
リーフレットが用意してありますので、ご一読いただければ幸いです。

当院では、平成17年4月1日から敷地内禁煙としてお
ります。私ども医療機関は、皆さまの健康を守ることを
使命としており、これまでも皆さまには禁煙をお勧めし
てまいりました。また、皆さまを受動喫煙からお守りする
ことも私どもの義務であると思っております。
皆さまのご協力に感謝いたします。

セカンドオピニオンについて

セカンドオピニオンとは、病状や治療方針について他
の医師の意見を求めることを言います。
治療方針などについて当院以外の医師の意見を求
める際には、当院での診療情報を提供いたします。
ご希望の場合には、当院の主治医、マネジャー、ソー
シャルワーカー等におたずねください。

個人情報保護についての方針
個人情報の利用目的について

当院では、患者さまの個人情報を診療・看護および医療にかかわるサービ
スを提供する目的で収集・利用させていただきます。これら以外の目的で利
用させていただく必要が生じた場合には、改めて患者さまから同意をいただ
くことにしております。
個人情報保護に関するリーフレットが用意してありますので、ご一読ください。手続きの
詳細のほか、ご不明な点につきましては、総合相談窓口までお気軽におたずねください。

入院相談日の予約
家族からソーシャルワーカー宛に電話

入院前日の状態確認

入院日決定のお知らせ

入院予約

入院相談

入　　　院

入院申込書ファックス
ファックス番号：03-5365-8514

電話番号：03-5365-8500

ご持参いただくもの 保険証

入院相談の流れ

入院診療のご案内

回復期リハビリテーション病棟とは
回復期リハビリテーションを必要とする患者さまを担当する病棟です。
日常生活活動（ADL）の向上、寝たきりの防止、家庭復帰を支援しま
す。リハビリテーションプログラムを医師、看護師、ケアワーカー、理学療
法士、作業療法士、言語聴覚士、ソーシャルワーカー等が共同で作成
します。

必要な入院期間は、患者さまそれぞれの診断名や病状に応じて異な
ります。当院入院時の状態から、予測される退院時目標を設定し、そ
れを達成するために必要な期間を提示します。最終的な入院期間は
入院中の病状やリハビリテーションの進捗を確認しながら担当チームで
検討し決定します。

リハビリテーション医の診療

退　　　院

定期的な医師面談

定期的なカンファレンス

入院日合同評価

退院に向けての取り組み
（ご家族との相談・環境調整・地域連携）

（医師・ご本人・ご家族）

フォローアップ

入　　　院

入院期間の上限

判定会議
入院中の病院のご担当医から、診療情報提供書、血液検査データ、ADL
表（所定のものは無し）をファックスでお送りいただき、判定会議（月～金）に
て入院の受け入れの可否を決定します。必要に応じて病状確認をさせて
いただいたり患者さまの診察に伺うこともあります。 
入院相談専用ファックス 5365－8514 
（ADL表については当院ホームページのものを使用していただくことも可能です）

①　脳血管疾患、脊髄損傷等の発症後の方
②　外科手術、肺炎等の治療時の安静により生じた廃用症候群を有して
いる方で、手術後又は発症後の方

③　上記の①、②に準じる状態の方、を対象としています。

入院の対象となる疾患

当院は、東京都在住の方を対象としております。また、入院受付から実際の
入院までに時間がかかりますので、上記の疾患発症後1ヶ月以内の相談
（申込書ファックス）をお願いしております。
上記住所以外、発症後1ヶ月以上の方は特別病棟の対象となりますので
お問い合わせください。

当院の入院の対象となる患者さま

ご家族による入院相談（予約制）
判定会議後、ご家族に当院のサービス、条件を知っていただき、入院の意
思確認をさせていただく目的で入院相談を実施しております。
入院相談の方法はご来院と動画視聴がございます。入院相談予約電話
にご連絡下さい。

入院相談予約電話（代表） 
5365-8500（月～土 9：00～17：00）

入院相談日に、下記資料をお持ちください。
①　保険証類

入院日決定のご案内
入院日が決定次第、日時をご紹介元の病
院ソーシャルワーカーへお知らせします。
入院前日には、当院マネジャーから入院中の
病棟へ電話にて状態を確認し、入院体制
を整えてお待ちいたします。

当院のリハビリテーション外来は下記の患者さまの

リハビリテーションを行っております。

①当院を退院した患者さまのフォローアップ

②東京23区内にお住まいで発症・受傷から間もな
い脳梗塞・脳出血・脊髄損傷などの後遺症を持
つ患者さまや脊椎の圧迫骨折や大腿骨頚部骨
折後の患者さまなど

※当院の外来リハビリテーションを開始するには、一度診察
に来ていただき、判定が必要となります。ご病気の種類や
発症からの期間によっては、ご相談に応じられない事もご
ざいますので、直接お問い合わせください。外来マネジャー
宛にご連絡ください。

TEL.03-5365-8500

TEL.03-5365-3205

訪問リハビリテーションのご案内
訪問実施範囲

訪問実施時間

実施サービス内容

当院から半径３km圏内の
渋谷区・新宿区・中野区
（杉並区・世田谷区は応相談）

月～土曜日 午前9：00～午後5：00
（祝祭日営業）※年末年始を除く

身体機能の評価、 身体機能訓練
起き上がり・立ち上がり・歩くなどの動作訓練
更衣・排泄・入浴などの生活活動訓練
買い物・家事・掃除などの生活関連活動訓練
日常生活の介助方法の工夫や指導
住宅改修・福祉用具の利用など生活環境の
調整への助言・指導
活動範囲の拡大や社会参加へ向けた支援
嚥下訓練
言語訓練・コミュニケーション方法のアドバイス

ご本人の身体の状態や、生活状況・住宅環境など

から、課題と目標・期間をご家族も含め共に検討し、

その人らしい生活が送れるように支援します。

■対象となる方

かかりつけ医が理学療法士・作業療法士・言語聴

覚士による訪問リハビリテーションが必要であると判

断した方。

※かかりつけ医からの情報提供が必要となります。

介護認定を受けている方は、介護保険でのサービス

となります。

ケアマネジャーを通してお申し込みください。

判定会議
必要時、医師同士の電話による
病状確認、患者の診察

リハビリテーション開始

入院相談動画視聴への
アクセスはこちら



私たちが提供する医療サービス 具体的なケアサービス

多職種マネジャーの配置

■ 多職種によるチームアプローチ

発症からできるだけ早く、そして集中的なリハビ
リテーションを行うことが効果的とされています。
理学療法士、作業療法士、言語聴覚士による
リハビリテーションサービスを土・日・祝日も含め
365日提供します。
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365日のリハビリテーション提供体制 ①　食事は食堂で、可能な限り経口摂取していただきます。
②　洗面は朝夕洗面所で、口腔ケアは毎食後いたします。
③　排泄は必ずトイレで、オムツは極力使用いたしません。
④　入浴は家庭にある一般的な浴槽を使用し、1日おきに浴槽に入っていただきます。
⑤　朝晩着替え、日中は普段着で過ごしていただきます。
⑥　一人ひとりの体形や姿勢に合った車椅子を用意いたします。
⑦　転倒や誤嚥等の事故防止対策を徹底します。原則として抑制はいたしません。
⑧　可能な限り日中はベッドから離れて過ごしていただきます。医師・看護師・ケアワーカー・理学療法士・作業

療法士・言語聴覚士・薬剤師・管理栄養士・ソ
ーシャルワーカー等、全てのスタッフを病棟に配
属し、一日も早い在宅復帰を目指して強力なチ
ームアプローチを実践いたします。 

徹底したチームアプローチ

● MRI（1.5テスラ） ： 核磁気共鳴を利用した
  断層撮影
● CT装置（16列） ： X線を利用した断層撮影
● 体組成測定装置 ： 筋肉量などの体組成測定
● 外科用イメージ ： 嚥下造影検査（VF）
● 鼻咽頭用内視鏡 ： 嚥下内視鏡検査（VE）

主な医療機器設備

朝起きて朝食を終えるまでのモーニングケア・
夕食を終えて就寝するまでのイブニングケア、
これらの時間帯に食事・排泄・更衣・整容・入
浴といった生活行為が集中して展開されます。
この時間帯のケアを重視し、起床時から就寝
まで、できるだけ格差のないケアスタッフを配
置しています。

モーニングケア・イブニングケアの充実

リハビリテーション本来の目的は「生活の再建」
にあり、訓練の時間だけでなく、病棟生活の場
面の訓練も重要です。
ご家庭に復帰されたときの生活をイメージした
病棟生活におけるリハビリテーションを効果的に
行います。

これまでの病院の組織は「たて割り」で、い

わゆる診療部・看護部・リハビリテーション部・

事務部といった専門職種で区分けされてい

ました。

当院は、開設当初から病棟における多職種

のチームアプローチの重要性と、専門職種

の横の連携強化を目的として病棟責任者と

教育担当者によるマトリックス組織を実践し

てきました。

２０２１年度からは、さらなるチームアプローチ

の強化とリハケアの質の向上を目指すため

に、各フロアに多職種で構成される３名のマ

ネジャーをお配置する新体制を導入しました。

今まで以上に現場での教育指導を徹底し、

個人とチーム、さらには病院全体の質の向

上を目指します。

生活に視点を置いた
リハビリテーションの重視

看
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薬
　
剤
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医　師
多職種マネジャー



入院データ 外来データ
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2023年4月～2024年3月 2023年4月～2024年3月 訪問データ 2023年4月～2024年3月
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性別・年齢別訪問利用者数（355名）
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注） 急性期病院に短期間転院され当院に再転院した場合は、これを一連の入院として扱
いました。また、急性期病院を経て自宅などに退院された方は、最終退院先を退院
先としました。 

疾患内訳（730名）

廃用症候群 7.3%

その他 2.7%

脊椎・下肢等の骨折 4.4%

脳腫瘍 1.6%

神経筋疾患 1.5%

脊髄損傷 3.7%

頭部外傷 7.3%

くも膜下出血 8.1%

脳出血
24.9%

脳梗塞
38.5%

退院先（730名）

特別養護老人ホーム0.5%

急性期病院 7.4%

長期療養病院 2.7%

その他の施設 0.0%

介護医病院 0.3%

死亡退院 0.0%

グループホーム 0.0%

介護老人保健施設 6.3%

有料老人ホーム 7.1%

自宅復帰
75.6%

性別・年齢別入院患者数（730名）
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平均年齢:66.2歳
その他 13.2%

呼吸・循環器系疾患 1.1%

脊髄損傷 1.1%

神経・筋疾患 10.4%

廃用症候群 8.5%

疾患内訳（355名）

脳血管疾患
43.1%

骨関節疾患
22.5%

疾患内訳（873名）

廃用症候群 0.2%

その他 11.3%

脊椎・下肢等の骨折 3.9%

脳腫瘍 2.3%

神経筋疾患 4.9%

脊髄損傷 2.9%

頭部外傷 7.7%

くも膜下出血 6.0%

脳出血
33.5%

脳梗塞
25.3%

性別・年齢別外来患者数（873名）
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退院患者の入院日数（730名）
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院内事故件数の月次推移
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院内環境のご案内

HATSUDAI REHABILITATION HOSPITAL11 HATSUDAI REHABILITATION HOSPITAL 12

理学療法室 作業療法室

和食

洋食

一般病棟

1F

2F

お食事

特別病棟

院内イベント

エントランス

もちつき大会 コンサート

4人床 個室 食堂

廊下 デイコーナー 浴室

個室 個室 食堂

廊下 デイコーナー 浴室 納涼祭
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各フロアのご案内
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■ スタッフ数

4人床 2人床個室

2024年5月1日現在

16

16

–

47

50

50

外来
通所

訪問

–

3

2

3

3

3

3

17

10

10

22

23

21

4

1

91

5

5

12

12

12

3

49

7

7

23

20

20

8

8

93

5

5

13

13

13

9

5

63

2

2

8

8

9

7

2

38

1

1

3

3

3

1

1

13

3

3

3

3

1

13

1

1

1

1

1

5

3

3

3

3

1

1

1

1

1

5

10

10

7

7

6

1

7

5

5

14

14

8

8

38

30

20

89

87

86

37

15

39

3

444

病
床
数

病
　
棟 マネジャー 看護師

回復期支援部・生活期支援部 診療支援部診療部 栄養部 サポート部

ケア
ワーカー

理学
療法士

作業
療法士

言語
聴覚士

ソーシャル
ワーカー 医師 薬剤師 放射線技師

臨床
検査
技師

管理
栄養士 栄養士 調理師 スタッフ

サポート
リハビリ
スケジュール
サポート

カスタマー
サポート クラーク 計
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